
lnSARfこよる南極やまと山脈

地域の雪氷流動季節変化
の検出
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※使用したPALSARデータの一部はJAXAから提供を受けた

a廻軍医－霊童菖a
－テストエリア：やまと山脈地域

イ吏用データ： PALSAR FBS34.3 H H偏波
Path 649と647の隣接4シーン
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• ALOS PALSAR I nSARの応用
．南極内陸やまと山脈地域

－雪氷流動の季節変動検出の可能性

E霊園置轟轟童

干渉位相’4
¢ 4p(r1-r1）！λ 

戸 f(r1,h,B，め
変位dの寄与のみを検出

I (1）後方散乱強度分布｜

1111a霊童翠置理・・

干渉処理

衛星軌道・基線計算
（精密軌道データ）

変動位相抽出

位相AZ傾斜補正

（静止点利用）

変動位相図
［処理の流れ］
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I ( i）冬季の雪氷流動｜

r (3）夏季／冬季の相違（P的 647)
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I (s）冬季Path重複部46日間の相違 ｜
、

相違の緩やかな
領域
．より高所

・レーダ照射方向
に対してほ！ま0の
加速度

－高度の増加に対
して＋の加速度
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I (2）夏季の雪氷流動｜

r (4）夏季／冬季の相違（Pa出649)
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I (6）夏季Path重複部46日間の相違｜

相違の大きな領犠

・より高所

・レーダ照射方向
に対して＋の加
速度

－高度の増加に対
して＋の加速度
．かつ夏季の2倍
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E霊童霊盟圏直
－冬季と夏季の干渉位相の棺違より流動

速度の変化が推察

－冬季も夏季も， 46日間の相違が高所
(2000 m 以上）に存在

－冬季は夏季よりも46日間の相違が小さく，

より安定と推察

－翠置憲司

・冬季／夏季の流動変動の詳細解析
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